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(57)【要約】
【課題】横ラセンの終端側に設けた脱穀側連通口を介し
て扱室へ還元する経路と、横ラセンの中途部に設けた選
別側連通口を介して選別部側へ還元する経路との何れの
搬送経路に切換えた場合であっても、選別された二番物
をスムーズに還元搬送することができる脱穀装置を提供
することを課題としている。
【解決手段】二番物を扱室１９側と選別部１７側とに選
択的に還元する搬送経路を形成し、該搬送経路中に、二
番物を横方向に搬送する横ラセン５１及び横ラセン５１
の周囲を覆う搬送ケース５２を設け、搬送ケース５２の
終端部に扱室１９側と連通する脱穀側連通口６１を形成
するとともに、搬送ケース５２の中途部に選別部１７側
と連通する選別側連通口６２を形成し、選別側連通口６
２のを塞ぐ切換部材５４によって二番物の搬送ケース５
２内での搬送経路を切換える脱穀装置において、選別側
連通口６２を脱穀側連通口６１よりも大きく開口させて
なる。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　選別部（１７）で選別された二番物を扱室（１９）側と扱室（１９）下方の選別部（１
７）側とに選択的に還元する搬送経路を形成し、該搬送経路中に、二番物を横方向に搬送
する横ラセン（５１）及び横ラセン（５１）の周囲を覆う搬送ケース（５２）を設け、搬
送ケース（５２）の終端部を開放させて扱室（１９）側と連通する脱穀側連通口（６１）
を形成するとともに、搬送ケース（５２）の中途部の少なくとも下方を開放させて選別部
（１７）側と連通する選別側連通口（６２）を形成し、脱穀側連通口（６１）を介して二
番物を扱室（１９）側に跳出す跳出体（５９）を横ラセン（５１）の終端側に設け、選別
側連通口（６２）の少なくとも一部を塞ぐ切換部材（５４）を、搬送ケース（５２）から
着脱することによって、二番物の搬送ケース（５２）内での搬送経路を切換える脱穀装置
において、選別側連通口（６２）を脱穀側連通口（６１）よりも大きく開口させてなる脱
穀装置。
【請求項２】
　搬送ケース（５２）の中途部の下方及び側方を開放させるように選別側連通口（６２）
を形成し、該搬送ケース（５２）の選別側連通口（６２）から側方に張出すとともに選別
部（１７）側に延びるガイドケース（６７）を設け、選別側連通口（６２）からの二番物
がガイドケース（６７）内を介して選別部（１７）側に導入される請求項１に記載の脱穀
装置。
【請求項３】
　切換部材（５４）によって選別側連通口（６２）を塞いだ場合でも選別側連通口（６２
）の一部が開口するように切換部材（５４）を形成した請求項１又は２の何れかに記載の
脱穀装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　選別された二番物を扱室又は選別室に還元搬送する脱穀装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　選別部で選別された二番物を扱室側と扱室下方の選別部側とに選択的に還元する搬送経
路を形成し、該搬送経路中に、二番物を横方向に搬送する横ラセン及び横ラセンの周囲を
覆う搬送ケースを設け、搬送ケースの終端部を開放させて扱室側と連通する脱穀側連通口
を形成するとともに、搬送ケースの中途部の少なくとも下方を開放させて選別部側と連通
する選別側連通口を形成し、脱穀側連通口を介して二番物を脱穀部側に跳出す跳出体を横
ラセンの終端側に設け、選別側連通口を塞ぐ切換部材を、搬送ケースから着脱することに
よって、二番物の搬送ケース内での搬送経路を切換える特許文献１に記載の脱穀装置が従
来公知である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第３１５９１７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記文献の脱穀装置は、選別された二番物を扱室へ還元する場合には、二番物が横ラセ
ンの終端側に設けた跳出板によってスムーズに脱穀側連通口から排出される一方で、二番
物を選別部側へ還元する場合には、横ラセンにより搬送された二番物を搬送ケース中途部
の下方側に設けた選別側連通口へ落下させる構成のため、二番物が選別連通口で詰ってス
ムーズに選別部側に還元できない場合があるという問題があった。
【０００５】
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　本発明では、横ラセンの終端側に設けた脱穀側連通口を介して扱室へ還元する経路と、
横ラセンの中途部に設けた選別側連通口を介して選別部側へ還元する経路との何れの搬送
経路に切換えた場合であっても、選別された二番物をスムーズに還元搬送することができ
る脱穀装置を提供することを課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため本発明は、第１に、選別部１７で選別された二番物を扱室１９
側と扱室１９下方の選別部１７側とに選択的に還元する搬送経路を形成し、該搬送経路中
に、二番物を横方向に搬送する横ラセン５１及び横ラセン５１の周囲を覆う搬送ケース５
２を設け、搬送ケース５２の終端部を開放させて扱室１９側と連通する脱穀側連通口６１
を形成するとともに、搬送ケース５２の中途部の少なくとも下方を開放させて選別部１７
側と連通する選別側連通口６２を形成し、脱穀側連通口６１を介して二番物を扱室１９側
に跳出す跳出体５９を横ラセン５１の終端側に設け、選別側連通口６２の少なくとも一部
を塞ぐ切換部材５４を、搬送ケース５２から着脱することによって、二番物の搬送ケース
５２内での搬送経路を切換える脱穀装置において、選別側連通口６２を脱穀側連通口６１
よりも大きく開口させてなることを特徴としている。
【０００７】
　第２に、搬送ケース５２の中途部の下方及び側方を開放させるように選別側連通口６２
を形成し、該搬送ケース５２の選別側連通口６２から側方に張出すとともに選別部１７側
に延びるガイドケース６７を設け、選別側連通口６２からの二番物がガイドケース６７内
を介して選別部１７側に導入されることを特徴としている。
【０００８】
　第３に、切換部材５４によって選別側連通口６２を塞いだ場合でも選別側連通口６２の
一部が開口するように切換部材５４を形成したことを特徴としている。
【発明の効果】
【０００９】
　上記構成によれば、二番物が脱穀部側に還元搬送される場合は、搬送経路の終端側まで
搬送された二番物が跳出体により脱穀側連通口から強制排出され、二番物が選別部側に還
元搬送される場合は、選別連通口が脱穀連通口よりも大きく開口されているため、搬送さ
れた二番物が選別連通口に詰ることなくスムーズに排出される。
【００１０】
　また、搬送ケースの中途部の下方及び側方を開放させるように選別側連通口を形成し、
該搬送ケースの選別側連通口から側方に張出すとともに選別部側に延びるガイドケースを
設け、選別側連通口からの二番物がガイドケース内を介して選別部側に導入されることに
より、選別側連通口の左右方向が脱穀側連通口よりも広く形成されて、横ラセンの下方及
び側方側が大きく開放されるため、横ラセンにより搬送された二番物が選別側連通口によ
りスムーズに排出され、選別側連通口が詰り難くなる。
【００１１】
　なお、切換部材によって選別側連通口を塞いだ場合でも選別側連通口の一部が開口する
ように切換部材を形成することにより、脱穀側連通口へ搬送される二番物の搬送量が多い
場合であっても、二番物の一部が選別側連通口から選別部側へ還元されるため、横ラセン
及び搬送ケースが詰り難い。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明を適用した脱穀装置を備えた汎用コンバインの全体側面図である。
【図２】脱穀装置の内部構造を示す要部左側面図である。
【図３】脱穀装置の内部構造を示す要部右側面図である。
【図４】脱穀装置の内部構造を示す要部平面図である。
【図５】扱室還元経路に切換えた還元搬送体を示す斜視図である。
【図６】扱室還元経路に切換えた状態を示すＡ－Ａ断面図である。
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【図７】扱室還元経路に切換えた状態を示すＢ－Ｂ断面図である。
【図８】扱室還元経路に切換えた状態を示すＣ－Ｃ断面図である。
【図９】選別還元経路に切換えた還元搬送体を示す斜視図である。
【図１０】選別還元経路に切換えた状態を示すＢ－Ｂ断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図示する例に基づき本発明の実施形態について説明する。
　図１は、本発明を適用した脱穀装置を備えた汎用コンバインの全体側面図であり、図２
乃至４は、脱穀装置の内部構造を示す要部左側面図，要部右側面図，要部平面図である。
本汎用コンバインは、走行部である左右一対のクローラ式走行装置１，１に支持された走
行機体２と、該走行機体２の前部に昇降可能に連結されて圃場の穀稈の刈取作業等を行う
刈取部３とを備え、走行機体２は、該刈取部３の後方にオペレータが乗込んで操向操作を
行う操縦部４と、該操縦部４の後方左側であって前記刈取部３で刈取られた穀稈の脱穀作
業を行う脱穀装置６と、走行機体２後端側から屑藁等を排出する排出部７とを有している
。
【００１４】
　前記刈取部３は、刈取った穀稈を脱穀装置６側に搬送する搬送コンベア８と、該搬送コ
ンベア８の前端側に連結されて前方側に延びる刈取フレーム９と、該刈取フレーム９の前
端側に設けたデバイダ１１と、該刈取フレーム９の基端部となる後端側から前方に向って
延出している左右一対の支持アーム１２と、該左右の支持アーム１２の延出端間に回転自
在に架設支持された掻込リール１３とを備えている。
【００１５】
　該構成の刈取部３により刈取られた穀稈は、刈取フレーム９側の図示しない搬送オーガ
によりフィーダ１４の前端側へ送られ、該フィーダ１４に搬送された穀稈がフィーダ１４
の内部に備えた搬送コンベヤ８によって後方側に搬送される。フィーダ１４の後端側へ搬
送された刈取穀稈は前記脱穀装置６の上部前端側へと送られる。
【００１６】
　前記脱穀装置６は、該脱穀装置６の上部側であって前記搬送コンベア８から搬送される
刈取穀稈の脱穀作業を行う脱穀部１６と、該脱穀装置６の下部側であって前記脱穀部１６
により脱穀された脱穀物を一番物である穀粒と二番物と藁屑等の排塵物とに選別する選別
部１７とから構成されている。
【００１７】
　前記脱穀部１６は、前記搬送コンベア８の後端側から刈取穀稈が投入される扱室１９と
、該扱室１９の前後方向全体に亘って形成された前後方向の扱胴回転軸２１回りに回転駆
動自在に設けられて、前端側が漏斗型となる円筒状の扱胴２２と、該扱胴２２の下方側で
あって扱胴２２の形状に沿って中央側が窪んだ円弧状をしている受網２３と、前記扱室２
２の天井側に前後複数配置された送塵弁とを備えて構成されている。
【００１８】
　前記扱室１９の前方側に投入された刈取穀稈は、前記扱胴２２の側面周面に螺旋状に設
けた板状の扱ぎ歯２４と、該扱ぎ歯２４に沿って設けられて前記送塵弁とによって扱室の
後方側へと案内される。すなわち、前記扱胴２２が扱胴回転軸２１を軸として回転するこ
とによって、扱室１９へ投入された刈取穀稈が扱室１９の後方側へと移送される。
【００１９】
　これにより、扱室１９へと送込まれた刈取穀稈は、前記扱ぎ歯２４に所定の間隔で複数
取付けた突起部２６と、前記受網２３とによって扱降ろされて脱穀処理される。すなわち
、前記刈取部３によって刈取られた刈取穀稈全体が扱室１９へ投入されるため、穀稈全体
について脱穀作業が行われる。脱穀処理された脱穀物は、受網２３を通過して下方側の選
別部１７に落下する。なお、扱室１９と選別部１７とは、受網２３によって仕切られてい
る。
【００２０】
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　前記選別部１７は、前記受網２３を通過した脱穀物を揺動選別する揺動選別体２７と、
該揺動選別体２７を内装する選別ケース２８と、選別風を送風する唐箕ファン２９と、選
別後の排塵物を機外に排出する二番選別ファン３１と、選別された一番物を回収・搬送す
る一番ラセン３２と、選別された二番物を回収・搬送する二番ラセン３３と、を備えてい
る。これにより、受網２３から落下してきた脱穀物は、揺動選別体２７のチャフシーブに
投下され、該チャフシーブによって選別されつつさらに下方に漏下される。
【００２１】
　前記揺動選別体２７から漏下した前記脱穀物は、前記唐箕ファン２９による選別風によ
って、一番物である穀粒を選別できるとともに、前記二番選別ファン３１による選別風に
よって、二番物と排塵物とを選別することができる。
【００２２】
　前記一番ラセン３２は、唐箕ファン２９の後方で左右方向に延設されており、選別され
た一番物を脱穀装置６の左右側方側（図示する例では右側）に搬送し、前記二番ラセン３
３は、二番選別ファン３１の後方で左右方向に延設されており、選別された二番物を脱穀
装置６の右側に搬送する。
【００２３】
　また、脱穀装置６の右側方には、一番ラセン３２により搬送された一番物をグレンタン
ク３４側へ搬送する穀粒搬送装置３６と、二番ラセン３３により搬送された二番物を扱室
１９又は選別部１７へ還元搬送する還元搬送装置３７と、が設けられている。
【００２４】
　前記穀粒搬送装置３６は、一番ラセン３２の終端側から上方に向って立設された穀粒搬
送ケース３８と、該穀粒搬送ケース３８内に設けた上下方向にチェーン駆動する駆動体３
９と、該駆動体３９に所定間隔で複数設けて下端側で掬い上げた一番物を上方搬送するカ
ップ状の搬送体４１と、駆動体３９の上部前側に配置されるとともに右方側へ延設されて
一番物をグレンタンク３４へ搬送する穀粒ラセン４２と、から構成されている。
【００２５】
　すなわち、一番ラセン３２の終端側まで搬送された一番物は、穀粒搬送ケース３８下端
側で搬送体４１によって掬い上げられて、穀粒搬送ケース３８上端側で前方側に配置され
た穀粒ラセン４２側へと排出され、穀粒搬送装置３６の右側に配置されるグレンタンク３
４へと供給される。
【００２６】
　前記還元搬送装置３７は、二番ラセン３３により搬送された二番物を上方に搬送する上
方搬送体４３と、該上方搬送体４３によって搬送された二番物を前方に搬送して扱室又は
選別部へ還元する還元搬送体４４と、を備えている。
【００２７】
　該上方搬送体４３は、二番ラセン３３の終端側から上方に向って立設された上方搬送ケ
ース４６と、該上方搬送ケース４６内に上下方向に延設されてチェーン駆動する駆動体４
７と、該駆動体４７に所定間隔で複数設けた板状の搬送板４８とを備え、二番ラセン３３
で搬送された二番物を上方搬送して還元搬送体４４の後端側へ排出する。
【００２８】
　還元搬送体４４は、前記上方搬送体４３の上部側から前方に向って延設されており、上
方搬送された二番物を前方側に搬送するとともに、扱室１９又は選別部１７へ二番物を排
出する。ちなみに、該還元搬送体４４は、前記穀粒搬送装置３６（穀粒搬送ケース３８）
よりも左右方向内側（図示する例では左側）に配置されて穀粒搬送装置３６の前端（穀粒
ラセン４２）より前方側まで延設されている（図３及び図４参照）。該還元搬送体４４の
詳細な構成については後述する。
【００２９】
　なお、脱穀部１６において、脱穀処理された後に残った受網２３上の比較的大きな排藁
等は、前記螺旋板状の扱ぎ歯２４による移送作用及び前記送塵弁による案内により扱室１
９の後端側まで移送され、受網２３の後端部から前記排出部７へ落下し、機外に排出され
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る。また、選別部１７において、受網２３から落下してきた揺動選別体上の脱穀物のうち
、前記選別部１７によって選別された藁屑等の排塵物は、二番選別ファン３１等からの選
別風によって前記選別ケース２８の後端側から機外へと排出される。
【００３０】
　すなわち、前記排出部７からは、上記構成により脱穀部の受網２３の後端部から落下す
る比較的大きな排藁等と、選別部１７の後端側から排出される細かい藁屑等である排塵物
とが走行機体３の後方へ向けて排出される構成となっている。
【００３１】
　次に、図３乃至１０に基づき、前記還元搬送体の構成について説明する。
図５乃至図８は、扱室還元経路に切換えた還元搬送体を示す斜視図，Ａ－Ａ断面図，Ｂ－
Ｂ断面図，及びＣ－Ｃ断面図であり、図９及び図１０は、選別還元経路に切換えた還元搬
送体を示す斜視図及びＢ－Ｂ断面図である。
【００３２】
　図５乃至図１０より、前記還元搬送体４４は、前記上方搬送体により搬送された二番物
を前方側へ搬送する還元ラセン５１（横ラセン）と、該還元ラセン５１の周囲を覆う前後
方向の搬送ケース５２と、前記上方搬送体４３により上方搬送された二番物を搬送ケース
５２の後端側へ案内する投入ケース５３と、二番物の搬送経路を扱室１９へ還元する扱室
搬送経路又は選別室１７に還元する選別部還元経路の何れか一方に切換える開閉蓋５４（
切換部材）とを備えている。このとき、該還元搬送体４４は、投入ケース５３を介して上
方搬送ケース４６と連結されるとともに、搬送ケース５２の左面側が脱穀装置６の右側面
側と連結されており、安定して固定保持されている。
【００３３】
　前記投入ケース５３は、前記上方搬送ケース４６の上部側から前方下側に向けて延設さ
れることにより、該投入ケース５３の上部後面側は、上方搬送ケース４６の上部側と連通
するとともに、投入ケース５３の下部左側面側は、搬送ケース５２と連通している。また
、該投入ケース５３は、搬送ケース５２側（左下方）に向かって下降傾斜する傾斜面５６
が設けられており、上方搬送ケース４６の上部側から投入された二番物を搬送ケース５２
側へスムーズに案内できる。
【００３４】
　前記還元ラセン５１は、後端側の駆動軸４５から伝動されるエンジンからの動力によっ
て回転駆動する前後方向の回転軸５７と、該回転軸５７の軸回りに螺旋状に一体形成され
たラセン板５８と、回転軸５７の前端側に設けた軸回りに回転する跳出板５９とを備え、
還元ラセン５１の全体が搬送方向に長い円柱状に形成されて、上方搬送体４３から供給さ
れた二番物を前方へ搬送するように構成されている。該還元ラセン５１は、扱胴２２に沿
うようにして扱室１９の前部側まで延設されている。
【００３５】
　前記搬送ケース５２は、還元ラセン５１の周囲を覆うように前後方向に延設された箱状
に形成されており、搬送ケース５２の下面側は、還元ラセン５１の形状に沿うように形成
された屈曲部５０で覆われている（図６参照）。図示する例では、該屈曲部５０は、搬送
ケース５２の下部側に、還元ラセン５１の真下側に搬送方向に沿った水平板状の底部と、
該底部の両側に還元ラセンの中央に向って下方傾斜する傾斜部とが形成されている。なお
、該搬送ケース５２は、内側に設けた還元ラセン５１の形状に沿って円弧状に湾曲させて
形成しても良い。
【００３６】
　該搬送ケース５２は、搬送ケース５２の前部側であって、前記跳出板５９の周囲を覆う
とともに、扱室１９と連通する脱穀側連通口６１が開口形成されるケース前部５２ａと、
該ケース前部５２ａに隣接した搬送ケース５２の中途部であって、選別室１７と連通する
選別側連通口６２が開口されたケース中途部５２ｂと、が形成されている。
【００３７】
　前記ケース前部５２ａは、ケース内の左下方を開口することによって、扱室１９と連通
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する脱穀側連通口６１を形成しており、該脱穀側連通口６１の前後位置は、還元ラセン５
１前端側の前記跳出板５９が臨む位置に設けられている（図５参照）。すなわち、還元ラ
セン５１によって搬送ケース５２前端側に搬送された二番物を、前記跳出板５９によって
、脱穀側連通口６１から扱室１９内の扱胴２２前端側へと強制的に排出できるように構成
されている。
【００３８】
　前記ケース中途部５２ｂは、下面側に選別側連通口６２が形成されており、該選別側連
通口６２は、左右外側（図示する例では右側）に向けて張出されたコ字状の張出枠６３に
よって、左右方向が搬送ケース５２の左右幅よりも広く形成されている。このとき、ケー
ス中途部５２ｂでは、還元ラセン５１の右方側から上方側は張出枠６３に沿って開放され
ており、開放された空間を着脱自在の上部カバー６６によって覆うことができるように構
成されている。具体的に、該上部カバー６６は、張出枠６３から搬送ケースの上面側まで
立ち上がる周壁部６６ａと、ケース中途部５２ｂの上面を覆う天板部６６ｂと、から構成
されており、ケース中途部５２ｂの右方側へ張出した空間を閉じることができる（図５，
図７及び図１０参照）。
【００３９】
　また、ケース中途部５２ｂには、前記選別側連通口６２から下方に向って延設されると
ともに、脱穀装置６の右側面側と連通するガイドケース６７が設けられており、該ガイド
ケース６７により、選別側連通口６２に落下した二番物を選別部１７へと案内することが
できる。具体的に、該ガイドケース６７は、前記揺動選別体２７の前部側の上方右側と接
続されており、選別側連通口６２に落下した二番物が、受網２３によって仕切られた扱室
１９の右方側から脱穀装置６内に投入され、二番物が揺動選別体２７の前端側に落下する
ように構成されている（図４及び図１０参照）。
【００４０】
　前記開閉蓋５４は、図５及び図９に示されるように、搬送ケース５２側に着脱自在に構
成されている。具体的に、該開閉蓋５４は、還元ラセン５１の下方側を覆う底部５４ａと
、該底部５４ａの右端側から上方外側へ向けて傾斜する傾斜部５４ｂと、該傾斜部５４ｂ
の上端側を垂直上方向に屈曲形成した側方部５４ｃと、底部５４ａの左端側から下方へ屈
曲形成された屈曲部５４ｄと、前後端に設けた搬送ケース５２側にボルト固定するための
ボルト固定部５４ｅ，５４ｅと、が形成されている。
【００４１】
　また、ケース中途部５２ｂの選別側連通口６２の左側には、開閉蓋５４と当接する当接
部材６８が設けられている。該当接部材６８は、ケース中途部５４の左面から中央下側の
選別側連通口６２側へ傾斜する傾斜部６８ａと、該傾斜部６８ａの下端側を真下方向へ屈
曲形成した当接部６８ｂとが形成され、ケース中途部５２ｂ側に取付固定できるように構
成されている。
【００４２】
　これにより、開閉蓋５４の屈曲部５４ｄを、前記当接部材６８の当接部６８ｂに当接さ
せることにより、開閉蓋５４の位置決めを行い、該状態で開閉蓋５４の前後端のボルト固
定部５４ｅ，５４ｅを介して搬送ケース５２側にボルト固定することにより、開閉蓋５４
を搬送ケース５２側に取付固定することができる。
【００４３】
　該構成により、前記還元搬送体４４の搬送経路は、開閉蓋５４を、還元ラセン５１の下
方側を覆うように搬送ケース５２側に取付けることによって、還元ラセン５１に搬送され
た二番物を扱室１９側へと搬送する扱室還元経路に切換えることができる（図５乃至８参
照）一方で、開閉蓋５４を搬送ケース５２側から取外すことによって、二番物を選別部１
７側へ搬送する選別還元経路に切換えることができる（図９及び図１０参照）。
【００４４】
　これにより、稲・麦等の脱穀作業を行う場合には、扱室還元経路を介して扱室１９側へ
還元することにより、脱穀・選別性能を向上させることができるとともに、大豆等の比較
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的大きな穀物の場合には、選別還元経路を介して選別部１７へ還元することにより、収穫
物が損傷することを抑制することができるため、汎用性が向上する。各搬送経路について
以下説明する。
【００４５】
　図５乃至８のように、還元搬送体４４の搬送経路が扱室還元経路に切換えられると、ケ
ース中途部５２ｂの下面側の選別側連通口６２が開閉蓋５４で覆われるため、還元ラセン
５１で搬送される二番物を、選別側連通口６２で落下させることなくケース前部５２ａま
で搬送させ、ケース前部５２ａの脱穀側連通口６１を介して扱室１９側へ還元搬送するこ
とができる。このとき、前記選別側連通口６２は、当接部材６８及び開閉蓋５４の傾斜部
６８ａ，５４ｂ及び底部５４ａによって還元ラセン５１の形状に沿って屈曲した面で覆わ
れているため、二番物の搬送を効率良くすることができる。
【００４６】
　また、図７に示されるように、該扱室還元経路に切換えられた還元搬送体４４は、開閉
蓋５４によって還元ラセン５１の下方側から右側方までを覆う一方で、経路中途部の還元
ラセン５１の右方上側に開口部７０が設けられており、該開口部７０は、前記上部カバー
６６により還元ラセン５１右方側に形成されたスペースを介して、選別側連通口６２に繋
がるように構成されている。つまり、開閉蓋５４を搬送ケース５２側に取付けることによ
り、選別側連通口６２に繋がる前記開口部７０を形成した状態で、選別側連通口６２（還
元ラセン５１の下方側）が覆われて、二番物を搬送ケース終端側まで搬送する搬送経路が
確保される。
【００４７】
　上記構成により、前記扱室還元経路に切換えられた場合は、還元ラセン５１で搬送され
る二番物が、経路終端側のケース前部５２ａまで搬送されて跳出板５９により脱穀側連通
口６１に排出される。このとき、ケース中途部５２ｂの還元ラセン５１の右上側に形成さ
れた開口部７０を介して選別側連通口６２と連通しているため、還元ラセン５１による二
番物の搬送量が所定以上多くなると、還元ラセン５１により搬送される二番物の一部が、
還元ラセン５１の下部側を覆う開閉蓋５４から前記開口部７０側へ零れ落ちて選別側連通
口６２へ落下する。したがって、扱室還元経路に切換えられて脱穀側連通口６１へ搬送さ
れる二番物が、搬送ケース５２内で詰ることを効率的に防止することができる。
【００４８】
　図９及び図１０のように、還元搬送体４４の搬送経路が選別還元経路に切換えられると
、還元ラセン５１により搬送される二番物を、還元ラセン５１の中途部下方に形成された
選別側連通口６２に落下させて選別部１７側に還元搬送することができる。
【００４９】
　選別還元経路に切換えられたことにより取外された開閉蓋５４は、前記上部カバー体６
６の内面側に取付けることにより収容することができる。具体的には、開閉蓋５４を正面
視で９０°回転させ、開閉蓋５４の側方部５４ｃを上部カバー体６６の天板部６６ｂに当
接させた状態で、開閉蓋５４を上部カバー体６６側にボルト固定することができる。これ
により、開閉蓋５４が上部カバー６６で形成される空間内に収容されるとともに、開閉蓋
５４の傾斜部５４ｂが上部カバー体６６の右上方を覆うように取付けられる。
【００５０】
　上記構成により、選別側連通口６２は、脱穀側連通口６１と比較して前後左右に大きく
開口されているため、二番物が選別側連通口６２に詰ることなくスムーズに選別部１７へ
と還元搬送される。このとき、還元ラセン５１は、正面視反時計回りに駆動することによ
り（図１０参照）、開放された還元ラセン５１の右方側の開放スペースに二番物が飛ばさ
れ易くなっており、該二番物をスムーズに選別側連通口６２へ供給できる。
【００５１】
　また、選別還元経路に切換えらえても、前記脱穀側連通口６１は開口した状態が保持さ
れるため、還元ラセン５１による二番物の搬送量が増えて、二番物の一部が選別側連通口
６１へ落下しなかった場合であっても、該二番物はケース前部５２ａ側まで搬送された後
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に脱穀側連通口６１から排出されるため、搬送ケース５２内で二番物が詰ることを防止す
ることができる。
【００５２】
　なお、上述の還元搬送装置３７は、二番ラセン３３で回収搬送された二番物を上方搬送
する上下方向の上方搬送体４４と、該上方搬送体４４の上端側から前方へ搬送する前後方
向の還元搬送体４４とで構成されているが、これを二番ラセン３３の終端側から脱穀側連
通口６１や選別側連通口６２側のある前方斜め上方側に向けて延設される一本の還元搬送
体（図示しない）によって構成しても良い。
【符号の説明】
【００５３】
　　１７　選別部
　　１９　扱室
　　５１　還元ラセン（横ラセン）
　　５２　搬送ケース
　　５４　開閉蓋（切換部材）
　　５９　跳出体
　　６１　脱穀側連通口
　　６２　選別側連通口
　　６７　ガイドケース

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

